
   
    

 

源
融
公
ご
生
誕
一
千
二
百
年 

当
宮
の
主
祭
神
で
あ
ら
れ
ま
す
、
第
五
十
二
代  

嵯
峨
天
皇
さ
ま
の
第
十
二
皇
子(

一
説
に
は
十
七
皇
子
。

諸
説
あ
り)

で
あ
り
、
当
宮
を
創
建
さ
れ
た
源
融(

み
な
も

と
の
と
お
る)

公
が
ご
生
誕
に
な
ら
れ
て
、
今
年
で
ち
ょ

う
ど
一
千
二
百
年
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

考
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
実
は
源
融
公
の

生
没
年
に
つ
い
て
は
史
料
に
よ
っ
て
記
述
が
ま
ち
ま

ち
で
、
最
も
古
い
記
録
で
あ
る
平
安
時
代
の
『
日
本

紀
略
』
に
よ
れ
ば
、
寛
平
七
年(

八
九
五)

八
月
二
十
五

日
に
七
十
四
歳(

数
え
年)

で
薨
去
と
記
さ
れ
て
い
る
事

か
ら
、
そ
れ
を
基
準
に
逆
算
し
ま
す
と
、
本
年
が
ご

生
誕
一
千
二
百
年
の
年
ま
わ
り
と
な
る
訳
で
す
。 

 

一
千
二
百
年
前
の
弘
仁
十
三
年(

八
二
二)

に
嵯
峨
天

皇
さ
ま
と
、
大
原
全
子
さ
ま
と
の
間
に
お
生
ま
れ
に

な
ら
れ
た
源
融
公
は
、
承
和
五
年(

八
三
八)

、
腹
違
い

の
兄
弟
で
あ
る
仁
明
天
皇
の
養
子
と
な
り
親
王
と
し

て
元
服
。
同
時
に
臣
籍
降
下
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、
源

氏
姓
を
賜
り
、
「
源
融
」
と
な
ら
れ
ま
し
た
。
嵯
峨
天

皇
さ
ま
の
系
譜
か
ら
の
源
氏
姓
な
の
で
嵯
峨
源
氏
と

も
よ
ば
れ
、
全
国
の
渡
辺
氏
の
祖
で
も
あ
ら
れ
ま
す
。 

承
和
十
年(

八
四
三)

に
は
、
前
年
に
崩
御
さ
れ
た
御

父 

嵯
峨
天
皇
さ
ま
の
御
追
悼
の
為
に
当
宮
を
創
建
。 

そ
の
後
も
時
運
に
乗
り
昇
進
を
重
ね
ら
れ
、
貞
観

十
四
年(

八
七
二)

）
に
は
五
十
歳
に
し
て
、
左
大
臣
と

し
て
太
政
官
の
首
班
に
立
た
れ
、
京
都
六
条
に
構
え

ら
れ
た
河
原
院
と
い
う
邸
宅
に
ち
な
み
、
河
原
院
左

大
臣
と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。
他
に
も
、
百
人
一
首
の

歌
や
、
塩
竈
の
藻
塩
焼
き
を
模
し
た
話
、
ロ
ー
ヤ
ル

ゼ
リ
ー
の
話
、
仙
人
に
な
り
損
ね
た
話
、
源
氏
物
語

の
光
源
氏
の
モ
デ
ル
で
あ
る
な
ど
、
平
安
時
代
全
時

代
を
通
し
て
も
話
題
の
貴
公
子
で
し
た
。 

そ
ん
な
源
融
公
が
ご
生
誕
に
な
ら
れ
た
一
千
二
百

年
前
は
、
先
月
号
に
も
書
き
ま
し
た
通
り
、
当
地
、

梅
田
に
嵯
峨
天
皇
さ
ま
が
行
幸
に
な
ら
れ
た
年
で
も

あ
り
、
そ
の
年
に
ご
誕
生
に
な
ら
れ
た
源
融
公
と
の

関
係
を
考
え
ま
す
と
、
源
融
公
に
と
っ
て
、
当
地
・

梅
田
は
ご
自
身
の
出
生
に
所
縁
深
い
地
と
考
え
て
お

ら
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
当
宮
に
と
り
ま
し
て

今
月
は
ま
さ
に
源
融
公
と
の
所
縁
深
き
ご
縁
に
御
祝

詞
申
し
上
げ
る
月
と
言
え
そ
う
で
す
。 

 
 

コ
ロ
ナ
禍
第
七
波 

御
朱
印
に
つ
い
て 

本
稿
執
筆
時
点
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
変
異
株
で
あ
る
「
Ｂ
Ａ.

５
」
が
猛
威
を
ふ
る
っ
て
お

り
、
一
日
あ
た
り
の
感
染
者
数
が
二
万
人
を
超
え
、
過

去
最
悪
の
感
染
者
数
と
な
っ
て
い
る
事
か
ら
、
こ
の
八

月
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
場
合
、
御
旅
社
で

の
御
朱
印
の
お
受
付
け
は
全
面
休
止
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
ま
た
、
蔓
延
防
止
等
重
点
措
置
の
発
出
の
場
合
は
、

御
朱
印
は
直
書
き
は
中
止
し
、
書
き
渡
し(

書
い
た
も
の
を

お
渡
し)

の
み
の
ご
対
応
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

な
お
、
状
況
次
第
で
は
授
与
所
そ
の
も
の
の
受
付
中

止
も
視
野
に
入
れ
て
お
り
ま
す
。
正
式
に
は
当
宮
ツ
イ

ッ
タ
ー
で
ご
案
内
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

 

当
宮
サ
イ
ト
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
変
更
に
つ
い
て 

当
宮
の
サ
イ
ト
を
ス
マ
ホ
な
ど
で
閲
覧
す
る
為
の 

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
す
が
、
提
供
機
関
の
仕
様
が
変
更
と
な

っ
た
為
、
先
月
か
ら
変
更
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

新
し
い
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
下
記
の 

通
り
で
す
。
な
お
、
サ
イ
ト
の 

方
も
今
後
作
り
変
え
の
予
定
で
す
。 

 

 

今 

月 
の 
暦 

【
御
旅
社
授
与
所(
茶
屋
町) 

御
朱
印
平
日
受
付
日
】 

八
月
二
十
五
日(
木) 

十
三
時
～
十
七
時
の
予
定 

                  

～ 

綱
敷
天
神
社
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
地
図
サ
イ
ト 

～ 
        

筆
者 

綱
敷

つ
な
し
き

天
神
社 

禰
宜

ね

ぎ (

御
旅
社 

神
主) 
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【
節
気
】 

      

【
雑
節
】 

  

【
大
安
】 

   

【
祝
日
】 

   

【
忌
日
】 

   

【
朔
望
】 

   

【
旬
】 

 

 

立
秋(

七
日)…

暦
の
上
で
は
秋
と
な
る
。
こ
の
日
か
ら
残
暑 

処
暑(

廿
三
日)…

暑
さ
の
峠
を
過
ぎ
る
頃
。
台
風
特
異
日 

  

お
盆(

十
三
日
～
十
六
日)…

先
祖
供
養
。
日
本
独
特
の
も
の 

   

八
月
二
日
、
八
日
、
十
四
日
、
廿
日
、
廿
六
日
、
丗
日 

   

山
の
日(

十
一
日) 

   

広
島
原
爆
忌(

六
日)

、
長
崎
原
爆
忌(

九
日)

、
終
戦
の
日(

十
五
日) 

   

上
弦(

五
日) 

満
月(

十
二
日)

、
下
弦(

十
九
日)

、
朔
月(

廿
七
日)

 

   [

野 

菜] 

シ
シ
ト
ウ
、
ナ
ス
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
冬
瓜
、
南
瓜 

[

果 

物] 

ブ
ド
ウ
、
イ
チ
ジ
ク
、
ス
イ
カ
、
メ
ロ
ン
な
ど 

[

魚
介
類] 

ハ
モ
、
ア
ユ
、
ス
ル
メ
イ
カ
、
キ
ハ
ダ
マ
グ
ロ
、
ア
ワ
ビ 

[

そ
の
他] 

青
葉
狩
り(

登
山)

、
海
水
浴
、
ひ
ま
わ
り
、
朝
顔
が
見
頃 

 


